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長
引
い
た
コ
ロ
ナ

禍
、
不
況
、
買
い

物
に
行
く
た
び
に
値
上
げ
に

な
っ
て
い
る
食
料
品
、
子
育

て
し
て
い
る
世
帯
へ
の
経
済

的
負
担
は
大
き
い
。

　

ま
た
、
最
近
の
本
町
の
出

生
数
の
少
な
さ
も
危
惧
し
て

い
る
。

　

給
食
費
の
無
償
化
は
全

国
、
道
内
で
は
保
護
者
負
担

を
全
額
補
助
し
て
い
る
市
町

村
が
増
え
、
国
内
で
は
令

和
４
年
度
は
２
５
４
市
町
村

に
、
道
内
は
40
市
町
村
に
、

十
勝
管
内
で
も
、
浦
幌
町
、

足
寄
町
、
陸
別
町
、
鹿
追
町
、

今
年
か
ら
士
幌
町
が
実
施
し

て
い
る
。

　

本
町
は
、
今
年
度
、
給
食

費
負
担
軽
減
事
業
と
し
て
、

７
５
１
万
円
の
予
算
拡
充
を

行
い
、
物
価
高
騰
に
よ
る
影

響
を
町
費
負
担
し
、
地
元
食

材
を
多
用
し
た
給
食
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
政

策
は
歓
迎
す
る
。

　

だ
が
、
毎
月
の
給
食
費
の

無
償
化
は
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
、
少
子
化
対

問

他自治体での取り組みを参考に、
本町の支援方法を研究していきたい教育長

第４回定例会
町政を問う！ 一般質問

本
町
の
学
校

給
食
に
関
わ

る
考
え
方
は
、
安
心
・
安
全

な
食
材
の
利
用
と
、
地
元
を

中
心
と
し
た
十
勝
・
道
内
の

食
材
を
可
能
な
限
り
利
用
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
食
へ
の
関
心
を
高
め
る
食

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
質

問
の
保
護
者
へ
負
担
軽
減
等

の
対
応
は
、少
子
化
や
定
住
、

移
住
促
進
に
つ
な
が
る
方
策

に
な
る
一
つ
の
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　

清
水
町
で
は
令
和
５
年
度

一
般
会
計
で
、
物
価
高
騰
に

中河 つる子 議員

小中学校の給食費無償化
の実現を

策
、
定
住
、
転
入
の
促
進
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
町
で
も
導

入
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

（
１
）
食
育
、
子
育
て
支
援
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
、
少
子
化
対
策
、
定
住
・

転
入
の
促
進
等
の
観
点
か

ら
、
小
中
学
校
の
給
食
費
を

無
償
化
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

教
育
長

係
る
給
食
費
の
抑
制
策
と
し

て
材
料
費
分
を
追
加
し
た
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
給
食
費
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
度
の
見
直
し

を
最
後
に
現
在
ま
で
10
年
以

上
、
値
上
げ
を
実
施
せ
ず
保

護
者
負
担
の
軽
減
と
い
う
こ

と
で
保
護
者
か
ら
徴
収
す
る

負
担
金
を
据
え
置
い
て
い

る
。

　

今
後
、
ほ
か
の
自
治
体
で

の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
国

の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
清

水
町
と
し
て
の
支
援
方
法
な

ど
に
つ
い
て
を
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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第４回定例会
町政を問う！ 一般質問

（
１
）
清
水
学
童
ク

ラ
ブ
の
老
朽
化
や

施
設
が
手
狭
で
あ
る
と
の
声

を
聞
く
が
、
清
水
学
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
人
数
に
対
し
て
施

設
の
広
さ
は
適
切
か
。
清
水

学
童
ク
ラ
ブ
の
建
物
の
老
朽

化
対
策
、
耐
震
診
断
の
実
施

の
有
無
と
今
後
の
方
針
を
伺

う
。

（
２
）
町
内
の
屋
内
施
設
に

お
い
て
、 

子
ど
も
達
か
ら
使

い
づ
ら
い
と
の
声
も
聞
く

が
、 

子
ど
も
達
の
意
見
も
取

り
入
れ
た
施
設
運
営
が
で
き

て
い
る
か
。
子
ど
も
達
の
施

設
使
用
実
態
の
把
握
は
で
き

て
い
る
か
。 

子
ど
も
の
個

性
を
活
か
し
た
学
び
の
場
の

提
供
、
世
代
に
関
係
な
く
心

地
よ
く
気
軽
に
安
心
し
て
集

え
る
場
の
提
供
が
で
き
て
い

る
か
。 

施
設
内
の
自
由
ス

ペ
ー
ス
が
手
狭
で
あ
れ
ば
他

の
部
屋
を
開
放
す
る
事
は
可

能
か
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
ム

機
の
普
及
で
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
環

境
に
加
え
充
電
設
備
の
必
要

性
も
予
想
さ
れ
る
が
施
設
内

問

未来をつくる子どもの幸
せな町とは

安全に過ごせる環境整備に努め、
都市計画マスタープランのアンケートを参
考に計画的に事業を進めていく

町長

（
１
）
清
水

学
童
ク
ラ
ブ

は
、
旧
児
童
館
と
小
学
校
の

余
剰
教
室
の
２
カ
所
で
、
学

童
ク
ラ
ブ
、
放
課
後
教
室
、

バ
ス
待
ち
児
童
の
預
か
り
の

３
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
旧

児
童
館
は
昭
和
56
年
４
月
運

用
開
始
。
エ
ア
コ
ン
設
置
や

故
障
箇
所
修
繕
で
環
境
整
備

を
し
て
い
る
。
老
朽
化
や
手

狭
と
の
声
は
あ
る
が
施
設
の

建
て
替
え
予
定
は
無
く
、
耐

震
診
断
が
義
務
化
さ
れ
た
建

築
物
で
は
な
い
た
め
診
断
は

行
っ
て
お
ら
ず
予
定
も
な

い
。
３
事
業
を
整
理
し
今
後

も
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境
づ

く
り
の
整
理
を
進
め
る
。

（
２
）
町
の
屋
内
施
設
は
、

現
在
子
ど
も
の
為
だ
け
の
施

設
は
無
い
為
、
運
営
に
お
い

て
子
ど
も
達
の
意
見
を
集
め

町
長

山本 奈央　議員

に
設
置
の
予
定
は
あ
る
か
。

（
３
）
児
童
公
園
の
遊
具
の

老
朽
化
な
ど
も
含
め
町
内
施

設
が
子
ど
も
達
の
居
場
所
と

し
て
し
っ
か
り
機
能
し
て
い

る
か
伺
う
。 

た
事
は
な
い
。
文
化
セ
ン
タ

ー
・
改
善
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ

ー
は
町
民
が
自
由
に
使
え
る

場
と
し
て
十
分
機
能
を
果
た

し
て
い
る
。
今
後
、
ロ
ビ
ー

以
外
に
自
由
に
使
え
る
場
・

飲
食
可
能
な
場
を
広
げ
た
り

充
電
設
備
を
設
置
す
る
為
に

は
条
例
改
正
や
新
た
な
事
業

を
起
こ
す
必
要
が
あ
る
為
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

（
３
）
本
町
に
は
21
カ
所
の

清
水
町
の
魅
力
を
よ
り
知
っ
て

も
ら
う
為
に
出
来
る
事
と
は

情
報
発
信
の
仕
方
を
工
夫
し
、

さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
て
い
く

町
長

例
え
ば
、
地
元
の

材
料
を
多
く
使
っ

た
給
食
な
ど
を
町
の
魅
力
発

信
に
繋
げ
る
取
り
組
み
と
し

て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
町
内
で
働
く
様
々

な
方
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て

町
の
魅
力
と
し
て
発
信
し
て

は
ど
う
か
。

問

町
の
魅
力
と

し
て
、
こ
ど

も
園
や
学
校
の
給
食
の
写
真

を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

し
た
り
、
町
内
で
活
躍
す
る

方
に
焦
点
を
当
て
た
情
報
発

信
も
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い

く
。 町

長
公
園
が
あ
り
日
程
は
未
定
だ

が
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に

計
画
的
に
進
め
る
。




